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平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
３
月
定
例
会
最
終
日
に
可
決

3１

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
決
に
先
立
ち
、
同
予
算
に
対
す
る
討
論
が

行
わ
れ
、
４
人
の
議
員
か
ら
賛
成
意
見
が
、
２
人
の
議
員
か
ら
反

対
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
平
成　

年
度
予
算
は
、
消
防
本

３１

部
庁
舎
建
設
事
業
や
幼
児
教
育
・

保
育
無
償
化
に
よ
る
子
育
て
支
援

な
ど
に
よ
り
、前
年
度
に
比
べ
５
・

２
％
の
増
と
な
っ
た
。
予
算
の
柱

で
あ
る
５
つ
の
政
策
に
沿
っ
て
意

見
を
述
べ
る
。都
市
づ
く
り
で
は
、

平
成　

年
度
の
供
用
開
始
を
目
指

３４

し
、
道
の
駅
を
整
備
す
る
。
地
域

振
興
の
重
要
な
拠
点
と
し
て
、
本

市
な
ら
で
は
の
魅
力
的
な
施
設
と

す
る
よ
う
要
望
す
る
。
産
業
の
活

性
化
で
は
、全
国
に
先
駆
け
て
、外

国
人
技
能
実
習
生
受
入
監
理
団
体

の
設
立
を
支
援
す
る
。
的
確
な
人

材
確
保
体
制
が
構
築
さ
れ
る
と
期

待
す
る
。
地
域
福
祉
社
会
の
実
現

で
は
、
就
労
を
希
望
す
る
高
齢
者

の
４
割
強
が
就
労
で
き
て
い
な
い

中
、
求
人
ニ
ー
ズ
が
高
い
業
種
の

講
習
会
を
開
く
。
受
講
し
た
こ
と

を
求
人
先
に
伝
え
、
就
労
率
向
上

が
図
ら
れ
る
こ
と
で
、
元
気
な
高

齢
者
が
活
躍
で
き
る
綾
瀬
と
な
る

こ
と
を
期
待
す
る
。子
ど
も
・
女
性

政
策
で
は
、
病
児
保
育
の
実
施
事

業
所
が
確
保
で
き
た
。
仕
事
を
続

け
な
が
ら
、
安
心
し
て
子
ど
も
を

産
み
育
て
ら
れ
る
よ
う
、
開
園
に

向
け
た
取
り
組
み
を
要
望
す
る
。

都
市
の
質
の
向
上
で
は
、
仮
設
風

呂
の
購
入
や
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

の
整
備
な
ど
、
大
規
模
災
害
を
教

訓
に
、
本
市
の
備
え
を
着
実
に
進

め
て
い
る
と
評
価
す
る
。
人
口
減

少
が
進
み
、
厳
し
い
財
政
運
営
が

予
想
さ
れ
る
が
、
予
算
化
さ
れ
た

事
業
が
実
を
結
び
、
活
力
と
魅
力

に
満
ち
た
綾
瀬
が
実
現
す
る
こ
と

を
期
待
し
、本
予
算
に
賛
成
す
る
。

　
　
　
　
　
　

（
志
政
あ
や
せ
）

●
市
長
は
施
政
方
針
で
、
元
気
な

高
齢
者
に
は
、
地
域
活
動
を
通
し

て
健
康
を
保
つ
と
と
も
に
、
地
域

を
支
え
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た

ち
に
は
、
健
や
か
に
成
長
し
て
将

来
の
綾
瀬
を
支
え
る
担
い
手
に
な

っ
て
ほ
し
い
と
述
べ
た
。
元
気
高

齢
者
に
関
す
る
施
策
で
は
、
多
様

性
自
発
型
社
会
参
加
の
全
市
拡
大

を
目
指
し
、
活
動
に
消
極
的
な
方

の
仲
間
づ
く
り
な
ど
を
行
う
。
高

齢
者
の
自
発
的
な
参
加
活
動
が
拡

大
し
、
地
域
の
担
い
手
と
な
る
こ

と
を
期
待
す
る
。
歩
き
方
講
習
を

行
い
、
活
動
量
計
を
貸
与
す
る
歩

行
ポ
イ
ン
ト
事
業
は
、
健
康
寿
命

の
延
伸
に
有
意
義
な
事
業
と
評
価

す
る
。
子
ど
も
・
女
性
政
策
で
は
、

病
児
保
育
施
設
の
整
備
費
用
を
一

部
助
成
す
る
。
働
き
方
が
多
様
化

す
る
中
、
病
後
児
も
受
け
入
れ
る

施
設
は
社
会
ニ
ー
ズ
も
高
く
、
関

係
機
関
と
調
整
を
進
め
、
平
成　
３２

年
４
月
の
開
設
を
お
願
い
す
る
。

幼
児
教
育
の
推
進
で
は
、
新
た
に

音
楽
の
歌
い
聞
か
せ
を
取
り
入
れ

た
講
座
や
保
育
士
へ
の
研
修
な
ど

を
行
う
。
幼
児
期
の
非
認
知
能
力

育
成
は
、
本
市
の
将
来
を
託
す
子

ど
も
た
ち
に
向
け
、
綾
瀬
ら
し
い

着
眼
点
を
持
っ
た
取
り
組
み
と
評

価
す
る
。
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

環
境
改
善
で
は
、
民
設
ク
ラ
ブ
の

移
転
や
改
修
を
支
援
す
る
。
仕
事

を
続
け
な
が
ら
、
安
心
し
て
子
ど

●
平
成　

年
度
予
算
に
は
、
本
市

３１

が
持
続
可
能
な
都
市
で
あ
り
続
け

る
た
め
、
都
市
の
魅
力
を
引
き
出

し
、
活
力
を
増
強
す
る
施
策
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。
本
市
の
魅
力

を
高
め
る
施
策
で
は
、（
仮
称
）綾

瀬
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

の
開
通
が
平
成　

年
度
上
半
期
と

３２

迫
る
中
、道
の
駅
を
整
備
す
る
。本

市
の
顔
と
な
る
と
と
も
に
、
地
域

産
業
の
活
性
化
に
直
結
す
る
施
設

で
あ
り
、
着
実
に
事
業
を
進
め
る

よ
う
お
願
い
す
る
。
目
久
尻
川
流

域
を
地
域
の
魅
力
と
し
て
一
体
的

も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く

り
と
評
価
す
る
。
市
制　

周
年
に

５０

向
け
、
持
続
可
能
な
都
市
づ
く
り

が
着
実
に
進
展
す
る
こ
と
を
期
待

し
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

（
公
明
党
）

●
人
口
減
少
に
よ
る
人
手
不
足
は

製
造
業
を
中
心
に
顕
著
で
あ
り
、

外
国
籍
労
働
者
の
受
け
入
れ
体
制

整
備
が
、
急
務
と
考
え
る
。
市
内

中
小
企
業
で
も
人
手
不
足
は
深
刻

で
あ
り
、現
状
打
破
の
た
め
、商
工

会
が
外
国
人
受
入
監
理
団
体
と
し

て
認
可
を
受
け
る
た
め
の
支
援
を

行
う
。
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
と
し

て
、
市
と
商
工
会
、
企
業
が
、顔
の

見
え
る
関
係
を
築
い
て
い
る
本
市

の
強
み
を
生
か
し
た
取
り
組
み
と

評
価
す
る
。
外
国
籍
市
民
へ
の
支

援
で
は
、
市
役
所
な
ど
に
多
言
語

で
施
設
を
案
内
で
き
る
電
子
掲
示

板
の
設
置
や
、小
・
中
学
校
へ
の
音

声
翻
訳
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入

一一
般般
会会
計計
予予
算算
にに
対対
すす
るる
討討
論論

賛賛

成成

な
ど
、
言
葉
の
壁
の
解
消
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
多
文
化
共
生
の
取

り
組
み
を
重
ね
る
こ
と
で
、
外
国

籍
市
民
が
よ
り
一
層
活
躍
で
き
る

環
境
が
整
い
、
優
秀
な
外
国
籍
の

方
々
が
本
市
で
働
く
こ
と
を
期
待

す
る
。
地
域
社
会
の
担
い
手
と
な

る
元
気
高
齢
者
施
策
で
は
、
高
齢

者
の
居
場
所
づ
く
り
や
多
様
性
自

発
型
社
会
参
加
事
業
な
ど
を
実
施

す
る
。
目
久
尻
川
文
化
ゾ
ー
ン
の

整
備
は
、
ふ
る
さ
と
綾
瀬
を
感
じ

る
場
を
創
出
す
る
こ
と
で
、
観
光

の
み
な
ら
ず
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

聖
地
と
し
て
歩
行
ポ
イ
ン
ト
事
業

と
連
動
さ
せ
る
な
ど
、
大
き
な
可

能
性
を
感
じ
る
。
超
高
齢
社
会
を

前
向
き
に
捉
え
、
健
康
寿
命
延
伸

を
施
策
に
反
映
さ
せ
る
な
ど
、
他

に
先
ん
じ
た
取
り
組
み
と
評
価
す

る
。
元
気
高
齢
者
の
活
躍
や
外
国

籍
市
民
と
の
共
生
の
確
実
な
遂
行

を
期
待
し
、本
予
算
に
賛
成
す
る
。

（
あ
や
せ
未
来
会
議
）

に
活
用
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
目

久
尻
川
文
化
ゾ
ー
ン
構
想
を
策
定

す
る
と
と
も
に
、
案
内
板
や
ト
イ

レ
を
設
置
し
、
み
は
ら
し
広
場
を

整
備
す
る
。
文
化
財
の
周
知
と
集

客
力
の
向
上
に
努
め
、
多
く
の
方

が
来
訪
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

活
力
の
源
と
な
る
産
業
の
活
性
化

で
は
、
綾
瀬
ブ
ラ
ン
ド
商
品
を
見

本
市
に
合
同
出
展
す
る
こ
と
で
商

品
開
発
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
専
門
機
関
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
に
よ
り
経
営
改
善
や
生
産
性

向
上
に
取
り
組
む
。
農
業
分
野
で

も
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
ブ
ラ
ン
ド

化
や
６
次
産
業
化
へ
の
支
援
な

ど
、
高
付
加
価
値
化
と
ブ
ラ
ン
ド

力
強
化
を
図
る
。
い
ず
れ
も
厳
し

い
財
政
状
況
が
予
想
さ
れ
る
中
、

歳
入
増
加
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

と
評
価
す
る
。
消
防
新
庁
舎
の
建

設
や
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
整

備
、
綾
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
日
よ

け
施
設
設
置
な
ど
も
、
市
民
生
活

の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
施
策

と
評
価
し
、本
予
算
に
賛
成
す
る
。

（
新
政
会
）

対前年度比
予　算　額会　計　名

増減率増減額

５．２％１５億円３０１億４，０００万円一 般 会 計

△２．５％△２億２，８００万円８９億６，８００万円国 民 健 康 保 険 事 業

特　

別　

会　

計

１２．０％３億９，３００万円３６億６，５００万円下 水 道 事 業

△２３．９％△８，５００万円２億７，１００万円深谷中央特定土地区画整理事業

２．９％１億４，８００万円５３億３，２００万円介 護 保 険 事 業

０．５％５００万円１１億４００万円後 期 高 齢 者 医 療 事 業

１．２％２億３，３００万円１９３億４，０００万円計

３．６％１７億３，３００万円４９４億８，０００万円合　　　計

平成３１年度各会計の予算規模

市税 
　１３３億６，９５１万円 

繰越金 
　  ６億円 

諸収入 
　  ３億４，３８１万円 

その他 
　  ６億３，４８２万円 

扶助費 
　７４億７，０３０万円 

人件費 
　５４億   ５４７万円 

普通建設事業費 
　４５億３，１６０万円 

物件費 
　４１億５，６８１万円 

繰出金 
　３５億   ３６万円 

公債費 
　１７億９，７１７万円 

補助費等 
　２４億７，７５７万円 

積立金 
　 ４億６，４１６万円 

その他 
　 ３億３，６５６万円 

国庫支出金 
　 ６４億５，８３４万円 

交付金など 
　 ３２億  ２７２万円 

県支出金 
　 ２０億１，２３０万円 

市債 
　 １９億８，８５０万円 

繰入金 
　   ３億２，５００万円 

国有提供施設等 
所在市町村助成 
交付金等 
　 １２億 ５００万円 

自
主
財
源 

（
市
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る
お
金
） 

依
存
財
源 

（
国
・
県
か
ら
交
付
さ
れ
た
り
借
り
入
れ
た
り
す
る
お
金
） 

歳入  
 

歳 出  

４４．４％ 

２．０％ 

２４．８％ 

１７．９％ 

１５．０％ 

１３．８％ 

１１．６％ 

８．２％ 

６．０％ 

２１．４％ 

１０．６％ 

６．７％ 

６．６％ 

４．０％ 

１．１％ １．２％ １．５％ 

１．１％ ２．１％ 

４４．４％ 

２．０％ 

２４．８％ 

１７．９％ 

１５．０％ 

１３．８％ 

１１．６％ 

８．２％ 

６．０％ 

２１．４％ 

１０．６％ 

６．７％ 

６．６％ 

４．０％ 

１．１％ １．２％ １．５％ 

１．１％ ２．１％ 

一般会計予算歳入・歳出の状況

表中に記載の数値は、表示単位未満を四捨五入しています。


